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見直しの概要

見直しのテーマ

有効活用

・事業の見直し、改善、
予算要求などに適切に
活用されるように

・外部評価は、
「意見を聞く」から
「相談・共創」に

省力化・効率化

・入力、作成作業を最小限に

・少ない労力で最大の効果を



Before After

見直し内容：概要

項目 見直し前（Before） 見直し後（After）

関係性 総合戦略と行政評価が一体 総合戦略と行政評価を分離

内部評価
事務事業評価シート

を作成し評価
総合戦略の情報を流用

(個別シートとしての作成はしない)

外部評価
総合戦略対象事業(約250事業)

から数事業を抽出
市の全事業から抽出



Before After

見直し内容：事務事業評価シートの簡素化

シートの
ボリュームは

1/4に減少



Before After
総合戦略に紐づく事業

(約250事業)

市が行う全ての

事務事業、業務及び作業

見直し内容：外部評価の対象事業

・その他の事業は対象外

・民間の視点を
全ての事業・業務・モノに

取り入れることができる

・事業だけでなく、事務・作業
なども対象に

例：マイナンバー受付、施設の存在意義

・対象が限定的で
民間の視点が

反映できない



Before After
質疑・応答形式

対面・近距離の

ワークショップ形式

見直し内容：外部評価の方法

・議会一般質問のような
硬直的な形式

・民間の視点を柔軟に取り入れ、
「共創」できる外部評価を実現

・机を突き合せた相談形式

・委員の意見を聞くだけで
終わり、見直しに

つながっていない

・「事業の背景にある事情」など
詳細な説明が可能に
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